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昭和姑,年度

の事業計画

寄与することである.

1970年代を迎えて新しい社会は烏げる情報化宙国際化1

技術革新なだの進展は経済社会の様相を大きく変革し

つつある.このような流動し拡大し続ける内外の諾条

件に対処して行くため科学技術の諸分野においては

国際的視野のもとにその質的向上をはかることが重要な

課題となっており'新色な観点に立った先行的かつ総合

的な視野にもとづく研究が要請されている､

昭和45年度における地質調査所の調査研究業務は以

上のような情勢を考慮しつつ地質調査所の健制このっ

とり下記に述べる特別研究および経常研究を遂行する

計画である卓なお本年度より従来実施してきた帯別

研究｢地熱忙関する研究｣は経常研究として発足し

また嘱隣地球内部開発調査研釦も特別研究を終了

し地質学曲地球化学分野の報告書作成のための取りま

とめを行なう計画である.

昭和45年度は新たに通産省企業局&共同で実施する特

別研究として｢大規模工業基地水陸地盤調査｣がとり上

げられてぺ･る.また国立機関原子力試験研究として

本年度より｢高遠中性子による検層法に関する研究｣が

新たな課題としてとり上げられた｡

〔特別研究〕

1､広域深部物理探壷技術に関する研究

深部および広域構造を探査するための物理探査技術を

開発し地質構造ならび1こ資源調査に役立てるため長

期計画に沿って新しい開発とその実用化のための研

究を実施する｡

1)空中磁気擦登港の研究……デッカ河ランC-Aお

よびその組み合わせ航法を用いだ新しい概査方式による迅速な

.広域調査法を開発する淀め看狩～礼文海域紀発達する堆積盆

を対象とした実験菱行ない位置決定方式塗検言立するとともに

デジタル｡システムを穣宜する淀め凄ずハｰドウ風アの開発

を行なう.これ島1は櫛て広域概査法の基礎を作るとともに

デｰタの迅速処理方式の確立をはかる,

研究企圃官

2)潔鶏蟹気綴蟹籏の研究･･…･北海道型年生代堆積盆地

の電気的特性を把握し基礎構造検出のための測定方式を確立

す為彪め看狩平野において予備的観測登美掬し電気的構造

の特性および観測条件について検討し･藍盤構造検出のための

測定方式を確立するための基礎賃料とする苗

構造の形成発展の歴史と堆積盆地内での位置ずけ

また第三系下部の基盤となっている地層の地質構造を明

らかにして大陸棚1平原下深部に適用される新しい探鉱

理論の基礎となる資料を捷洪することを目的としている.

曜和姑年度は新潟県長岡市周辺を主対象として下記

の研究を行なう吉､

1)構造地質学的研究･…･･層序･構造を主としたルｰト調

査坑井資料コシパイル基盤岩類の地質･構造および火

山岩の層序な星の研究を実施する.

2)特殊研究

イ)摺曲機構の研究･･一応用解析･岩石物性および橘曲

構造形成のそデル実験などを行なう.

口)堆穣環境の研究……堆積構造･軟体動物化石1微化

石･地球化学などの研究を実施する岬

3.人エ地下水に関する研究

地下の帯水層に人工的に水を注入してζれより地

下水盆全体はわたる地下水圧を高めまた地下貯水地的

役割を果たさ故地下水の有効利用をはかるとともに地

下水の揚水により起こる公害(地盤沈下地下水への塩

水の侵入など)ぽ対処するための応用研究を実施手るこ

とを員的としている咀

本年虜も鋳歪県大里郡妻溜町地内を研究地域として次の

研究登行な簑苗4確度に掘さくし淀注入鉾に大量に水を圧

入しで竣3年度井を観測井として1弁当夢の最大水圧入可能

鐙の算定およびその圧入によ多水挙動その地下水盆におよ

漆す驚響1効果紀ついての調査研究と倉わ昔て人工地下水に

対するノｰり㌔ウについて行なう計繭である.�



4.黒鉱の繭廣利用技術に関する研究

黒鉱鉱床はその探査開発の繭では著しい成果をあげ

たが鉱石の有効利用の面では妻だ解決すべき閥顧が多

い.すなわち鉱石中の有用元素の回収率を肉上する

余地が残されている.これは黒鉱鉱石の1)鉱質変

動が著しい2)含有鉱物種が多種多様3)構成鉱物

の粒度が小さく鉱石が綴密4)同種鉱物の酸化性1浮

選性が個体により変動5)微細なスラッグ鉱物が多い

などの特徴に由来している吉従って黒鉱鉱石の有効利

用をはかるためはほ黒鉱鉱石の構成鉱物の鉱物学的性

質と鉱物の結晶物理･化学的な性質についての理解か

必要でありこの上にたってはじめて選鉱上のネックが

明らかにされ選鉱性の向上性寄与することができる･

一方その緕果は岡持に黒鉱鉱有の鉱物学的な資料を豊富

にしかつ黒鉱鉱床の成国解明上重要な役割を果たし

探査方式の確立にも貢献するところが大きい

昭和班年度計画は下記のとおりである.

1)黒鉱鉱看の代表的な鉱石組織について系統的な顕微鏡写

真を撮影しその生成機構牢解明する.

2)黒鉱鉱看刺ζ微量虹存在赫認められながらその元素を主

成分とする鉱物種秘発見されておらずないしは乗決定で

あったものの鉱物種を決定し同時に金(Au)銀(A9)

などの分布状態を追跡する.

5)主として黄鉄鉱についてその形態や集合状態奮走査型

電子顕微鏡によってしらぺ蜜た熱電気的性質を研究し

これらと浮選性との関係を追求する.

5.夫規模工業塾地水陸地盤調費

昭和45年閣議決定の｢新全国総合開発計画｣に沿い

通産省では臨海都に新たは大規模な基幹資源型工業の基

地を建設する構想を打出しその対象にふさわしい12

地域を選んで総合的な調査を実施することになった.

工業用地造成に目標をおいて地質地盤埋立などに

関する基礎調査を実施し立地地盤としての適否判定

埋立材料の適否などを把握して将来誘致される巨大工

業の工場など施設のレイアウトのための基礎資料とする苗

昭和4δ年度は陸奥湾小川原湖周辺中南勢地区

(三重県)周防灘沿岸のうち申商勢地区は企業

局が他の2地区を地質調査所が実施する計圃である.

おもに地盤安全荷重試験海況と底質調査海底

下堆積物層序調査などの総合調査を実施する白

6.地麗予知に関する地質学的研究

測地学審議会による地震予知計画のうちザ特定観測地

域における研究･観測｣の一環として本研究を実施す

る.おもに関東構造盆地とその周辺ならびに近畿･中

部の活断層地域において新第三紀後半から第四紀にか

けて地殻変形の過程1機構を明らかにする.この結

果を活構造図として襲た地震現象との関連性を地震構

造図として表わす.さらに地殻内を伝播する地震波速

度の観測1関連研究を行ない地震予知に関する総合的

な研究に寄与することを員的としている.

昭和雄年度は上記関東構造盆地とその周辺近畿地

方･中都地方の活断層地域において下記の研究を実施

する.

下)爆破雌鍵にぶ譲地鰹波漉度⑳研究

イ)砦宥資料の弾機波速度変化の研究……山梨県

潟)地震波速度の観測一･関東構造盆地

2)地殻潜構遣⑳研究

イ)渚榴曲の研究……関東構造盆地

回)活断層の研究一欄東構造盆地中部･近畿地方

5)関東地域の活構造図の作成

7.E1捧周辺簿域地質構遺総合調麓研究

おもぽ海洋地質紀関する資料を収集しその総合解析

によって貸本周辺海域の地質構造の概要を把握するこ

とを貿標とする､このための具体的な調査研究として

1)種序の海洋地質調査資料の収集.2)構造地質学

的見地からの離島の調査研究,3)所属すべき構造地

質単元の判別を目的とした海底磐石試料の研究を行なう｡

最終年度(昭和蝸年度)には100万～隻00万分の五閑本

周辺海域地質構造図｣を作成する,

昭和46年度においては前年度1こ引き続いて下記の研究

を実施する.

�
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海洋地質資･試料収集

離島地質構造調査研究･

島

岩宥試料の室内職究

･･…長崎西方g離島･天草西方の離

8.陸棚糠域地下鴛源賦律に関する藩礎調査研究

わが国周辺の海域の海底鉱物資源探査に対する基礎調

査研究として筆申磁気探査を主体とする調査を実施し

海域の地質構造を明らかにすることを目的とする與

すなわち婿和50年度を員標としてわが国周辺の陸

棚海域に対して空中磁気探査を主体&する探査を行なう

とともに所内外の既存の資料収集編さん解析を平

行的に行ない陸棚海域の地球物理的地質構造図を作成

する.�
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昭和45年度計画は阿満膿一鹿島沖海域に発達を予想される堆

積盆地の性状を把握する淀め空中磁気擦査を行ない打(ガ

ンマ)毎の等磁力線で表示される窒中磁気図とその繍果を解

析した磁気的構造図を作成するとともぽ地質解板紀資するた

めの露岩地帯に対してドレヅジを用いる地質調査を実施する.

9.,海虜地質調萱技術に関する研究

本研究計圃の第簑年度として初年度に引き続き九州

笛方甑島周辺海戦紀勅･て次の目標と具体的許圃をも

って海底地質に関する総合的調査研究を実施する.

1)海域地質図の試作品の作成

2)そのための調査技術体系の確立

昭和45年度計画は次のとおりである,

1)海上調餐研窺･一初年度調査研究によって得られた成

果を基礎として飯島周迦海域の精査(大陸棚1同斜面･海

盆を含む離緯距離絢工00㎞を観測船(東海大学九二世)に

よって行なう.

2)闘遵嚢内研究と資料収集……工)によって得られた藷

資1試料の解析･分析関連資料(海域･陸域)の収集を

行ない沓穫基礎資料図を作成する.

5)成暴の総掛…･2)によって得られた個別的資料を44年

度成果をあわ音て

1)層位学的1構造地質学的2)第四紀学的

3)堆積学的誇観点によって総合し予察的地質図の作成

の準備を行なう計画である.

〔騒立機闘原子力試験研究〕

㍍核膜料物質に関する調査研究

昭和44年度1ζ引き続き今後起こりうるウラン鉱床に

関する情報に基づく調査を行なう今ともに長期的観点

に立ってウラン鉱床の探査技術の向上と鉱床の成因に関

連した多くの問題を究明しさら虹主要な地域を選んで

地質誇元のウラン1トリウムの賦存状況に関する総括的

な調査を推進するため地質学的1地球化学的調査研究

を行ない国内ウラン資源の地質鉱床学的な潜在カの把

握に努力する.昭和45年度の研究計画は次のとおりで

ある.

1)ウラン鉱床情報調壷

2)探査技術の向上開発あ喰讐ン鉱簾に関する研究

イ)既成ウラン鉱床ぽ関して成因および探査技術の研究

(i)地質鉱床学的調査研究……3地点岐阜県東濃地

裁皿旧県豊蘭地裁

(ii)地球化学的調養概究……簑地点､岐阜県東濃飽滅

(むi)地球物理学的調査研究……2地点酸鼻県東濃地

域

回)堆積申の含ウラン堆積層に関する総合研究

(至)生成環境に関する総合研究･･一1地点島根県松

江布宍道湖周辺

ハ)地質諸元の潜在カを把握するための総括研究

(i)地質学的調査……中国地域中部地域

(ii)地球化学的調査一･･申園地域中部地域

2｡高遠串性子による検騒巌に関する研究

本研究は昭和46年度より新たに半､り上げられたもの

で｡胞層の物理的性質を坑井内で測定し従来はその性

状を間接的に推定する物理積層技術の改善を試み坑井

内における高速中性子と地層との核反麻による二次放射

線を測定して地層の核物理的性質を釦ゆ資源的地質

学的地球化学的に重要な各種元素の検出を行なうとと

もに地層の孔隙率等を迅速に把握する中性子検層技術

の研究を質的とする亭昭和45年度の実験研究の大要は

次のとおりである.

1)中性予発生装置全体の動作特性を把握し高遠中性子の連

続発生に関する資料を得室内実験規模の中性子発生量に

ついて検討する.

2)高遠中性子の物質内でのふるまいは中性子検層の基本的な

ものでありとくにその減速熱中性子化その拡散につ

いて検層モデルを考え初歩の現論的検討を試み至)の実

験の参考資料とする,

〔経静研究〕
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地域地質調査研究

温泉地質調査研究

水資源調査研究

防災地質調査研究

産楽地質調査研究

写真地質調査研究

金属鉱床調査研究

非金属調査研究

鉱肩鉱物の研究

石炭調査研究

石滴調査研究

物理探査の研究

地質構造の地球物理学的研究

砦宥岩盤の物性の研究

地熱の研究

16地球化学･化学の研究

王7地質絶対年代の研究

工磐技榊研究(地か湖畔館嚇ヨ試嘩術)

1蟹地域開発調査研究(支所1出張所)

20標本･資料業務

21地質相談業務

22海外地質調査協力業務�


